
数学数学 NO.NO.３１３１
〈解答〉
1　⑴　－ 7　　⑵　 9 ab2　　⑶　 1　　⑷　－√5　　⑸　 7
2　⑴　 x ＝ 1
　　⑵　 a（ x ＋ 2）（ x － 4）
　　⑶　 x ＝－ 2±√5
　　⑷　 n ＝ 7
　　⑸　 a ＝60.5 ，  b ＝84.5
　　⑹　∠ x ＝106°
　　⑺　444π㎝3

　　⑻　右図

配点　各 2点　2⑸両解　26点満点

〈解説〉
1　⑴　21÷（－ 3）
　　　＝－（21÷ 3 ）
　　　＝－ 7
　　⑵　（－ 6 a ）2 ÷ 4 ab × b3

　　　＝36 a2 × 1
4 ab× b3

　　　＝36 a
2 × b3

     4 ab     
　　　＝ 9 ab2

　　⑶　（ x － 3）2－（ x － 2）（ x － 4）
　　　＝  x2 － 6 x ＋ 9－（ x2－ 6 x ＋ 8）
　　　＝  x2 － 6 x ＋ 9－ x2 ＋ 6 x － 8
　　　＝ 1

　　⑷　 √20－　　15√5

　　　＝√2× 2× 5－　　　　 15×√5
√5×√5

　　　＝ 2√5－　　　　
15√5
5  

　　　＝ 2√5－ 3√5
　　　＝－√5



　　⑸　（ 2√2  ）2＋（√3  － 2）（√3  ＋ 2）
　　　＝ 8＋{（√3   ）2 －22 }
　　　＝ 8＋（ 3－ 4）
　　　＝ 8＋ 3－ 4
　　　＝11－ 4
　　　＝ 7

2　⑴　A：B＝C：Dのとき，Ａ×Ｄ＝Ｂ×Ｃとなるので，
　　　　　　 3： 2 ＝（ x ＋ 5）： 4
　　　　　　 3× 4 ＝ 2× （ x ＋ 5）
　　　　 2（ x ＋ 5）＝12
　　　両辺を 2で割って，
　　　　　　 x ＋ 5 ＝ 6
　　　　　　　　 x ＝ 1
　　⑵　共通因数 a をくくり出して，
　　　　　ax2 － 2 ax － 8 a＝a（ x2 － 2 x － 8）
　　　　　　　　　　　　＝a（ x ＋ 2）（ x － 4）
　　⑶　左辺は因数分解できないので，解の公式

　　　　　x ＝ －b±√b2－ 4 ac
2 a

　　　に a ＝ 1，b ＝ 4，c＝－ 1を代入して，

　　　　　 x＝ － 4±√4
2－ 4 × 1 ×（－ 1）
2× 1

　　　　　   ＝ － 4±√16＋ 4
2

　　　　　   ＝ － 4±√20
2

　　　　　   ＝ － 4± 2√5
2

　　　　　   ＝－ 2±√5

　　⑷　2.5＝  √（2.5）2 ＝√6.25 ， 3 ＝√32 ＝√9より，
　　　　　√6.25 ＜ √n ＋ 1  ＜√9
　　　よって，
　　　　　6.25＜ n ＋ 1＜ 9
　　　となるので，
　　　　　（ⅰ）n ＋ 1 ＝ 7のとき，n ＝ 6
　　　　　（ⅱ）n ＋ 1 ＝ 8のとき，n ＝ 7
　　　（ⅰ），（ⅱ）より，最も大きい自然数 n は，
　　　　　n ＝ 7



　　⑸　a は第 1四分位数だから，得点の低かった方の 6人の中央値となるので，
　　　　　a ＝（58＋63）÷ 2 ＝60.5 〔点〕
　　　b は第 3四分位数だから，得点の高かった方の 6人の中央値となるので，
　　　　　b＝（84＋85）÷ 2 ＝84.5 〔点〕
　　⑹ 　台形ＰＤ′Ｃ′ Ｑは，台形ＰＤＣＱを線分ＰＱを対称の軸として線対称移動させた図形だ

から，
　　　　　台形ＰＤ′Ｃ′Ｑ≡台形ＰＤＣＱ
　　　よって，
　　　　　∠ＰＱＣ′＝∠ＰＱＣ
　　　∠ＢＱＣ＝32°より，
　　　　　∠ＰＱＣ′＝（180°－32°）÷ 2
　　　　　　　　  ＝74°
　　　ここで，ＡＤ//ＢＣより，平行線の錯角は等しいので，
　　　　　∠ x ＝∠ＤＰＱ＝∠ＢＱＰ
　　　　　　　　　　　 ＝∠ＢＱＣ′＋∠ＰＱＣ′
　　　　　　　　　　　 ＝32°＋74°
　　　　　　　　　　　 ＝106°
　　⑺ 　右の図のように，辺ＡＣを回転の軸として

△ＡＢＣを 1回転させてできる立体の体積と，
辺ＡＥを回転の軸として△ＡＤＥを 1回転させ
てできる立体の体積の差を求めればよいので，

　　　　　 13 ×π×12
2×16－ 13 ×π×9

2×12

　　　　＝ 1
3 ×π×144×16－

1
3 ×π×81×12

　　　　＝768π－324π
　　　　＝444π〔㎝3〕
　　⑻ 　△ＡＢＣの頂点Ｂ，Ｃから等しい距離にある点Ｐは，辺ＢＣの垂直二等分線上にあ

る。また，△ＰＡＣの高さＰＨと辺ＡＣは垂直である。よって，下の図のように，以下
の手順①～⑦で作図するとよい。

　　　① 　頂点Ｂ，Ｃをそれぞれ中心とす
る，等しい半径の円弧をかく。

　　　② 　①でかいた 2つの円弧の交点を
通る直線を引く。

　　　③ 　②で引いた直線と辺ＡＢとの交点
が点Ｐである。

　　　④ 　点Ｐを中心とする円弧をかき，
辺ＡＣとの交点をＸ，Ｙとする。

　　　⑤ 　点Ｘ，Ｙをそれぞれ中心とする，
等しい半径の円弧をかき，その交



点の 1つを Q とする。
　　　⑥　直線ＰＱを引く。
　　　⑦　⑥で引いた直線と辺ＡＣとの交点が点Ｈである。


